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学校課題（○課題 →要因） 

【自立について】 
〇素直で穏やかな生徒が多く、言われたことをまじ
めに一生懸命にやろうとする傾向はあるが、自分
の意志や判断で責任をもって行動することに弱
さを感じる。 

 
【貢献について】 
〇地域のボランティア活動が盛んで、地域貢献する
生徒の姿が高い評判を得ている。しかし、自分た
ちで社会を創る経験が少なく、決められた枠の中
で活躍するのみである。 

市の方針と重点 
＜岐阜市教育大綱 ～基本方針～＞ 

学校、家庭、地域の誰もが生命の尊厳を理解し、互い

に心を開く対話を重ね、一人ひとりが価値ある大切な存

在として互いに認め合う教育を推進する 

 

＜第４期岐阜市教育振興基本計画＞ 

希望あふれる未来を自ら拓く力を育む教育 

 

学校を含む地域全体で子どもたちを育むコミュニティ・スクールの充実 
＜令和７年度の挑戦！＞ 
１．学校運営協議会 
・地域ぐるみで教育を推進する仕組みづくり 

 

２．地域との連携 
・小中学校＋地域による合同運動会の開催 

・土曜日の学習支援・子供の居場所づくりの機能をもつ「藍東寺子屋」を立ち上げる 

・閉校式に向けたイベントを地域と一緒に創り上げる 

 

◆学校教育目標を具現する２つの力と４つの活動 

３つの力 めざす子ども・職員の姿 

自立 
自分の意志や判断で行動し責任をもって生

活できる 

貢献 
互いの違いを認め合い、みんなの幸せを考

え、行動できる 

 

学校運営協議会 
～学校評価の活用～ 

第 1回 学校経営の全体構想再検討 

第 2 回 中間報告会を開催し、達成度

と今後の方向を議論する。 

第 3 回 学校評価の結果をもとに、学

校経営について見直し、来年

度の方向を検討。 

◆地域全体で子どもを育むために 

④教育 DXの充実 

・個別最適化の学びでの ICT 活用 
（ロイロノート、スタサプの有効活用） 

・校内外オンライン学習の実践 

・ICT機器を文具として活用 

⑤教育評価・教育相談・いじめ対応  

・子供の成長に大きな可能性を感

じる評価 

・学習者・保護者の心のケア 

・いじめが起こりにくい学校の仕組み作り 

◆自立・貢献を育む６つの重点 （仕事・催し・遊び・対話のバランスよい活動の展開） 

＜子ども＞ 

教わり上手か

ら学び上手へ 

＜職員＞ 

教え上手から

学ばせ上手へ 
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⑥チームとなる職員（チーム藍東） 

・オンデマンドで課題解決できる職員

チームの育成 

・芥見東小職員と共に藍東学園の

教育を創り上げる。 

全
職
員
で
育
て
る 

保
護
者
と
の
共
育 

教育活動の重点 教育環境の重点 
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①個別最適な学び ～学び合い・自由進度学習～ 

・教科書・ICT等の教材を活用して自分で学ぶ。 

・わからないところは、仲間に聞く。 

・聞かれたら、誰一人取り残さないよう一緒に考える。 

・学び方や教材等を選択・判断し自立して学び進める。 

②異年齢の学び～藍東スクール＋教科～ 

・互いの違いを認め、誰一人取り残さない学びや遊び 

を創造する。 
①フリースタイルプロジェクト ②サークル対話  

③教科学習（数学・体育等） 

③学校社会を創る自治活動の充実  

・探究的な自治活動の充実 
好奇心のない伝統的活動からの脱却 

やる気のある任意の生徒ボランティアで社会を創る 

・失敗から発見し修正して歩み続ける。（探究する力） 
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仕事 遊び 

対話 催し 

互いの違いを認め合い、 

みんなが幸せな社会 

自立 貢献 

〔学校の教育目標〕 自立・貢献 


